
　平戸市市制施行20周年を記念し、市議会を代表して一言ご挨拶を申し上げま
す。
　平成17年10月1日に1市2町1村が合併し、新しい平戸市が誕生して20年。この
記念すべき日を迎えるにあたり、長年にわたり市政の推進を支えてこられた市民
の皆様、地域の各種団体の皆様、そして市長をはじめ、日々行政を支える職員の
皆様に、心から感謝と敬意を表します。
　本市は、離島、半島を抱えている過疎地域であり、人口減少・少子高齢化は常
に大きな課題となっています。20年を振り返ってみますと、財政危機宣言や新型
コロナウイルス感染症拡大、長期的な燃油・資材高騰などの危機的状況を、市民
の皆様のご理解・ご協力のもと一緒に乗り越えてきました。
　平戸市議会においても、行財政改革のため、新市誕生の平成17年に選挙区選挙
（旧市町村単位の選挙区）で議員定数を27人とした後、平成21年には23人、平
成25年には20人、平成29年には18人とし現在に至っております。また、限られ
た予算の中で、特に公共施設の大型建設事業などにおいて、将来を見据えた必要
性・費用対効果など、慎重なる議論を重ね、透明性と説明責任をもって議会運営
を推し進めてきたところです。
　今後とも、市民の代表として、地域の多様な声を拾い上げ、市民の皆様が主人
公である「夢あふれる　未来のまち　平戸」を目指し、熟議を重ね、対話と協働
を進め、安心と希望を紡ぐまちづくりに寄与するよう、議会全体で邁進してまい
りますので、ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

　平戸市市制施行20周年にあたりご挨拶申し上げます。
　平成17年10月１日に誕生した平戸市は、各地域に魅力ある地域資源を有する
一方で、財政危機宣言などの課題もあり、財政健全化計画の策定など行財政改革
を進めました。
　また、「ふるさと納税」による寄付金を財源として先進的な施策にも積極的に
取り組み、各メディアにも取り上げられ、本市出身者や縁がある方々から「ふる
さと」を懐かしむ声や「平戸市」への応援の声も頂きました。
　このことは、市民が「平戸市」の魅力を再認識するとともに、市がどのような
施策に取り組んでいるかをわかりやすく示すことができ、市政参加への意欲醸成
につながったと感じております。
　20年を振り返ると、交流人口の拡大、地場産業の振興、子育て支援や高齢者対
策、安心安全なまちづくりに取り組んでまいりましたが、こうした取組みを継続
して「選ばれる平戸市」、「未来ある持続可能な平戸市」として次の世代にバト
ンタッチすることが重要であります。
さらには、次世代を担う子供たちが大きな誇りと愛郷心を持って、地域の担い

手となることを願うものです。
　これからも本市の地域資源を最大限活用し、ずっと住みたいまちづくりに取り
組んでまいります。

市長あいさつ

平戸市長

黒田　成彦
Kuroda Naruhiko

議長あいさつ

平戸市議会議長

松本　正治
Matsumoto Masaharu

平戸市市制施行20周年
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●新「平戸市」初代市長白濵信氏初登庁

●新市長黒田成彦氏初登庁
　

●大島村神浦地区が「国の重要伝統的建造物群保存地区」に選定

●平戸大橋・生月大橋の通行料金無料化記念式典

●JR上野駅前に平戸市アンテナ居酒屋「長崎県平戸漁港六次朗」オープン ●「平戸瀬戸市場」オープン

●平戸オランダ商館開館

●「第17回全国風サミットin平戸」開催

●「第10回全国和牛能力共進会」平戸牛全頭優等賞
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●平戸城再築城300周年記念事業「平戸、海のものがたり」開催 ●平戸市市制施行10周年記念式典

●「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺産に登録
　

●「ゼロカーボンシティひらど」を表明

●九州北部豪雨（平戸市初の特別警報発令）

●平戸城リニューアルオープン・「平戸城ＣＡＳＴＬＥＳＴＡＹ懐柔櫓」グランドオープン

●KTX株式会社が田平町古梶免の工業団地へ立地発表
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●志々伎山野子トンネル貫通（主要地方道平戸田平線）

●アルベルゴ・ディフーゾタウン認証式

●鄭成功生誕400周年記念式典開催
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市
町
村
合
併
後
20
年
の
推
移

歴代

１

２

氏　名

白濵　信

黒田　成彦

平成21年11月５日

在任中

平成17年11月６日

平成21年11月６日

退任年月日就任年月日

市　長

〜
歴
代
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
市
議
会
正
副
議
長
お
よ
び
人
口
の
推
移
〜

■年齢別人口の推移

■歴代市長・副市長・教育長・市議会正副議長

※H20.４.１～H21.11.５　副市長二人制
※H19.４　地方自治法改正で助役に変わり副市長が新設

副市長
歴代

１

２

3

4

５

６

氏　名

尼﨑　利幸

森田　茂則

新井　忠洋

寺田　勝嘉

町田　和正

松田　隆也

平成21年11月５日

平成21年11月５日

平成25年３月31日

平成28年３月31日

令和３年３月31日

　　　在任中　

平成17年11月18日

平成20年４月１日

平成21年11月18日

平成25年４月１日

平成28年４月１日

令和３年４月１日

退任年月日就任年月日

教育長
歴代

１

２

3

４

５

６

氏　名

出口　壽德

吉居　辰美

杉澤　伸慈

小川　茂敏

松永　靖

入口　政信

平成18年５月31日

平成23年11月18日

平成27年11月18日

令和３年11月18日

令和６年11月26日

　　　在任中

平成17年11月21日

平成18年６月21日

平成23年11月19日

平成27年11月19日

令和３年11月27日

令和６年12月２日

退任年月日就任年月日

議　長
歴代

１

２

3

4

5

6

７

８

９

10

11

氏　名

竹山　　吉

川渕喜代美

川上　茂次

竹山　俊郎

住江　髙夫

　住威三美

辻　賢治

大久保堅太

山内　清二

山田　能新

松本　正治

平成18年９月５日

平成19年11月６日

平成21年11月５日

平成23年11月14日

平成25年11月５日

平成27年11月５日

平成29年11月５日

令和元年11月11日

令和３年11月５日

令和５年11月７日

　　　在任中

平成17年11月18日

平成18年９月６日

平成19年11月６日

平成21年11月17日

平成23年11月14日

平成25年11月12日

平成27年11月５日

平成29年11月13日

令和元年11月11日

令和３年11月15日

令和５年11月７日

退任年月日就任年月日

副議長
歴代

１

２

3

4

5

６

７

８

９

10

氏　名

　川　學

吉福　弘実

松山　定夫

辻　賢治

田島　輝美

山内　政夫

山田　能新

山本　芳久

神田　全記

池田　稔巳

平成19年11月６日

平成21年11月５日

平成23年11月14日

平成25年11月５日

平成27年11月５日

平成29年11月５日

令和元年11月11日

令和３年11月５日

令和５年11月７日

　　　在任中

平成17年11月18日

平成19年11月６日

平成21年11月17日

平成23年11月14日

平成25年11月12日

平成27年11月５日

平成29年11月13日

令和元年11月11日

令和３年11月15日

令和５年11月７日

退任年月日就任年月日

■地区別人口の推移
平戸 大島 生月 田平

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

※平成17年～令和６年は10月1日現在。令和７年は9月1日現在
H17年 H27年 H28年 H29年 H30年 R１年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年

■男女別人口の推移

23,161
19,323 18,933 18,665 18,262 17,864 17,542 17,195 16,898 16,451 16,026

1,610

1,158 1,113 1,098 1,077 1,035 999 973 951 918 885

7,479

5,842 5,714 5,581
5,446 5,344 5,183 4,981 4,820 4,618 4,518

7,680

6,996 6,932 6,842 6,856 6,733 6,674 6,706 6,678 6,633 6,597

39,930

33,319 32,692 32,186 31,641 30,976 30,398 29,855 29,347 28,620 28,026 27,370

15,629

844

4,391

6,506

00 500500 1,0001,000 1,5001,500 2,0002,000

10
77
307

692
1,175

1,552
1,696
1,574

1,414

1,467
1,464

1,290
1,099
989
911

732
702

1,163
1,156

931
707

00
2
21
85

250
567

1,031
1,343
1,199
1,113

1,561
1,615

1,308
1,120
975
935
785
812

1,154
1,204
1,015

727

平成17年　年齢別人口
男 女

※平成17年は10月1日現在。令和７年は9月1日現在

105歳-
100-104歳
95-99歳
90-94歳
85-89歳
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

00 500500 1,0001,000 1,5001,500 2,0002,000

令和７年　年齢別人口
男 女

105歳-
100-104歳
95-99歳
90-94歳
85-89歳
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

3
43
235

627
922
1,123
1,283
1,361

1,191
1,039
887
809

661
604
501
405
340
363
534
550
485

316

0
2
36

220
472
627

1,134
1,354
1,176
1,015
890
859
740
634
529
489
466
419
520
580
544
382

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

※平成17年～令和６年は10月1日現在。令和７年は9月1日現在

H17年 H27年 H28年 H29年 H30年 R１年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年

18,822
15,618 15,328 15,092 14,927 14,638 14,367 14,134 13,920 13,599 13,362

6,996 6,932 6,842
6,733

39,930

33,319 32,692 32,186 31,641 30,976 30,398 29,855 29,347 28,620 28,026 27,370

13,088

21,108

17,701 17,364 17,094 16,714 16,338 16,031 15,721 15,427 15,021 14,664 14,282

男 女
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